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授業スタイルに依存しない軽量オンライン授業支援システムの提案
伊 藤 恵y 美 馬 義 亮y 三 上 貞 芳y
既存の高機能な授業運用システムでは，導入するために個々の教師に掛かる負担が大きかったり，
システムに合わせて授業スタイルの調整が必要である場合が多い．本研究では，授業の現場で教師に
とって本当に必要となる最小限の授業支援の要素を抽出して，オンライン授業支援システムを構築し
た．これにより，システムの導入が容易で，様々なスタイルの授業にすぐに活用でき，それでいて必
要十分な授業支援を提供することができた．
A Light-weight Course Support System Independent From Each Lecture Style
Kei Itou,y Yoshiaki Mimay and Sadayoshi Mikamiy
Existing highly-functional course support systems tend to force each faculty user to bear the
burden for introducing such systems into his/her lecture. Or it is required that each faculty
user modify his/her lecture style to accommodate with the system.
In this study, we carefully select the truly required elements for supporting course from
the classrooms and we develop an online course support system based on them. This system
is easy introduceable and quickly usable for various styles of lectures. And also the system
provide necessary and su±cient support for lectures.
1. 背 景
社会的なコンピュータ利用の拡大に伴い，教育現場
でもコンピュータを用いた講義資料の作成や提示，学
習者の演習活動などに使われるだけでなく，コンピュー
タを利用した様々な授業運用システム1),2)が導入され
るケースが増えてきている．
しかしながら，既存の高機能な授業運用システムで
は，導入するために個々の教師に掛かる負担が大きい
場合が多いほか，概してよく作りこまれた機能の豊富
なシステムほど，システムに合わせて授業スタイルや
進め方を調整する必要性が生じて，システムに合わせ
て授業自体を大幅に再構成しなければならない場合も
ある．また，共通した機能によって多くの形態の授業
に対応させているため，個々の授業から見ると不必要
な機能が多く含まれていたり，個々の具体的な授業内
容や授業形態に合わせた細かな調整をすることが難し
いこともある．
また，本格的な授業運用システムでは大学/学部な
どの組織内のすべての授業をシステムによって管理し，
教育に関連する情報をシステム内に集約させて使う
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closed な状況での使用が想定されている場合が多い．
しかし実際の運用段階では，すべての授業科目で共通
のシステムを同じように使うことは難しく，また，教
育に関連する情報だけであっても，それを一元化し，
かつ，一元管理されている状態を維持していくことは
難しい．実際の教育現場での運用を踏まえると，一部
の授業科目でしか導入されなくても，そうでない授業
科目との間の行き来が容易で，また，必要な情報が内
部に完全には集約されていなくても，システム内外の
情報連携を取りながらの導入/運用ができる open な
システムの方が望ましい．
異なるスタイルの授業でも手軽に導入/使用可能な
最小限機能の授業支援システムが提供されれば，これ
まで導入が困難であった状況下でも，コンピュータを
用いた授業支援が更に活用され，授業運用が効率化さ
れることによって，個々の教師が本質的な教育活動に
専念できるようになると考えられる．
2. 関連研究と大学のコンピュータ環境
2.1 Moodle
日本の大学でも一部で使われ始めているオープン
ソースの授業支援システムに Moodle がある．Moo-
dleには「コース」単位での教育コンテンツ管理，教
師や学生などのユーザ管理など授業支援に関わる包括
的な機能が揃っており，導入する教育機関や授業の状
況に合わせてカスタマイズによる機能調整ができるほ
か，オープンソースソフトウェアであるため，相応の
スキルがあれば細部にわたる機能変更/拡張も可能で
ある．
Moodleの持つユーザ管理やコース登録などの特性
から，大学や学部の教務システムとシームレスに連携
できる形で導入されることが望ましいと考えられるが，
日本の教育機関においては既に運用中の教務システム
を無償で提供されているMoodleのようなシステムと
連携させることには様々な障害があり，残念ながら理
想的な連携は容易には実現されないと考えられる．逆
にごく一部の授業にだけ導入する場合には，一部の授
業でしか利用されないにも関わらずユーザ管理などの
運用の手間が掛かることから，必ずしも気軽に導入で
きるとは言えない．
また，導入に当たっては，その大学での教務事情な
どを踏まえて実際に使いやすい状態で維持するために，
初期導入時のカスタマイズだけでなく，特定の教員に
よる継続的かつボランティア的なメンテナンス活動が
必要となる場合が多く，長期的な運用には相応の人的
コストが必要となる．
2.2 大学のコンピュータ環境
大学での教育に関するコンピュータ環境はさまざま
である．研究用途であれば当然理系の大学や学部での
導入が進んでいるが，教育用途に関しては必ずしもそ
うとは言えない．
著者らの所属する大学では，すべての学生が入学時
点からノート PCの購入を事実上義務付けられ，大学
内のほとんどすべての教室に学生が使うための電源お
よび LAN設備が備わっている．これによって，教師
の側が望めばどの授業でも，学生に学生自身の PCを
学内ネットワークに接続して授業に活用させられる環
境が整っている．また，授業外でもメールや教師自身
が作成した学内向けWebページなどを介して，教師
と学生との間の情報交換などが日常的に為されている．
こういった環境が授業でのコンピュータ活用を促進
するのと同時に，特定の限られた教室に常設されてい
る整備されたコンピュータからではなく，教師や学生
が占有して使用できる個々の PCで大学内の様々な場
所から手軽に使えるシステムが必要とされる結果と
なっている．
3. 目的とアプローチ
本提案の目的は，授業の現場で教師にとって本当に
必要となる最小限の授業支援の要素を抽出し，個々の
教師にとって容易に導入可能で，さまざまなスタイル
の授業に利用できる軽量なオンライン授業支援システ
ムを提供することである．
多機能なシステムを導入していまうと，多くの場合，
個々の授業に必要のない機能を単に使わなければいい
だけでは留まらず，多機能であること自体が導入時の
初期設定コストや個々の教師の日常的な負荷に大きく
影響してしまう．そこで本提案では，機能を絞ったシ
ステムを提供し，元々行っている授業形態をできるだ
け変えずに，それでいて，支援なしには負担の大きかっ
た授業活動や負担が大きいと予想されるために実施し
ていなかった教育活動を，少ない負担で実現しようと
するものである．
4. 必要となる授業支援機能
著者自身の担当する授業を手始めとして所属大学内
の複数の授業において，オンラインシステムでどのよ
うな支援をすることが授業もしくは授業運用の助けに
なるのか，そして，少ない支援で大きな効果が得られ
る要素は何かを調査した．以下にそれを述べる．
4.1 授業評価に関する支援
昨今の学生は授業中に対面での質問や授業に対する
意見を述べることは極めて少ないが，オンラインアン
ケートの形で問うと実際には授業に対してさまざまな
質問や意見を持っていることが多く，単純にオンライ
ンアンケートを個々の教師が用意に作成/実施できる
ようにするだけで，授業評価に大きな効果が得られる
ことが期待される．
4.2 理解度確認/出席確認のための小テスト支援
授業成績に大きく影響する定期試験等をオンライン
システムで行う場合には試験中の不正行為対策など厳
重かつ慎重な対応が必要となり，それを支援するシス
テムは導入するための負担も大きくなってしまう．し
かし，理解度確認や出席確認のための小テスト程度で
あれば，容易に導入できるレベルの支援システムで十
分な効果が得られると考えられる．ここで重要な点は，
いわゆる代返などの不正行為を防ぐための支援ではな
く，結果集計を容易にするための支援である．
4.3 電子ファイルによるレポート提出受付支援
紙によるレポート提出が好ましい授業やレポートの
場合は別として，紙でも電子ファイルでもいい場合や
電子ファイルによる提出の方がむしろ好ましい場合，
著者らの所属大学ではメールによるレポート提出が
よく行われる．しかし，メールによる提出の場合，レ
ポートファイルの添付忘れ，ファイル形式の間違い，
間違ったファイルの添付などのレポート内容と直接関
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係しないトラブルに対して，教師が個々に対応しなけ
ればならない．ファイル形式などの最小限のチェック
を自動で行えるようなレポート提出受付の支援があ
れば，個々の教師はそのような些末な問題に対応せず
にレポートそのもののチェックに専念できると考えら
れる．
4.4 個々の授業に応じた支援機能の調整
機能が少ないシステムであっても，多機能なシステ
ムであっても，やはり最終的には個々の授業の状況に
合わせた支援機能の調整が必要となってしまう．調整
が必要となる支援機能を個々の教師が自由にカスタマ
イズできるようなシステムは，ある意味理想ではある
が，カスタマイズ可能であることが逆にシステムを使
い始める段階では教師の負担になってしまうこともあ
る．機能調整の手立てを残しながら，その一方でシス
テムを使い始める教師が初期設定等で悩まないような
支援システムの提供が望まれている．
5. システム構成と機能
前節で述べた支援機能を提供するシステムを構築し
た．本節では支援システムの構成や個々の機能につい
て述べる．
5.1 システム構成
本システムは 1台の PCサーバによってほぼすべて
の機能が提供され，教師/学生ともWebブラウザを用
いてサーバにアクセスし，システムを利用することが
できる (図 1)．一部の機能ではシステムからの情報通
知のために電子メールを用いることもある．
サーバ用 OS として Linux，Web サーバとして
Apacheを使用し，システム自体はほとんどの部分が
PHP言語によって記述されている．
5.2 アカウント管理
学生アカウントの管理については，大学や学部など
の組織内に連携可能な認証システムが存在すれば，そ
れと連携することが望ましいが，著者らの所属大学で
はそのような状況下にない．一方で，連携できる認証
システムがない場合に，支援システム内で学生一人一
人のアカウント管理を行ってしまうと，導入開始時や
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日々の運用で学生のアカウント管理のために教師に大
きな負担が掛かることになり，好ましくない．
そこで，本システムでは利用形態に応じて教師ごと
あるいは授業科目ごとのアカウントを作成するが，学
生用のアカウントは作成しないこととした．学生は匿
名アクセスによる利用となるが，個々の機能を利用す
る際に，例えばアンケートであれば記名式にするなど，
必要に応じて本人の氏名等を入力させることとした．
この利用形態は紙を用いた出席管理や小テストなどで
氏名を記入させるのと同様の形態であり，不正行為等
の発生可能性や対策なども紙の場合と同様である．
5.3 機 能 概 要
本システムの中核となる機能は，Webベースのオン
ラインアンケートページを作成/運用する機能である．
この機能は単に授業評価用にアンケートを実施したい
場合だけでなく，そのまま出席確認，小テスト，課題
提出などにも利用できる．
アンケート機能以外には，課題の採点結果などを学
生に公開/通知する場合などに利用可能なテーブル機
能や，多くの学生に個別面談を行う際などに利用可能
な予約機能などがある．個々の機能について 5.4から
5.6で述べる．
5.4 アンケート機能
5.4.1 教師によるアンケート機能の利用
教師は用意されたアカウントを用いて一般的なWeb
ブラウザで本システムにアクセスし，
² 新規アンケートの設置
² アンケート内容 (質問項目や説明)の編集
² アンケートの開始と終了
² アンケートの結果確認
などを自由に行うことができる (図 2)．アンケート項
目として，選択肢から 1つを選択する項目，複数を選
択する項目，短い文を記入する項目，やや長い文章を
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記入する項目，ファイルをアップロードする項目など
を作成でき，また，HTMLタグを用いてアンケート
ページのタイトルや背景色，文字サイズなどを設定お
よび変更することも可能である．
アンケートの集計自体は自動で行われるため，集計
についての教師の操作は集計ページにアクセスするこ
とのみである．アンケートに選択項目が含まれていれ
ば，それらの項目はグラフ表示もされる (図 3)．
教師はアンケートの具体的な内容の編集だけでな
く，集計結果を回答者に見せるか否かの切替えや，ア
ンケート項目中の氏名などの個人情報を集計結果に含
めるか否かなどの詳細な設定を行うことができ，これ
らの組み合わせによってアンケート以外の出席確認，
小テスト，課題提出などの用途に応用することができ
る．それらの応用については 5.4.5，5.4.6で紹介する．
5.4.2 他ツールの利用とデータバックアップ
アンケート内容は CSV形式のファイルとしてサー
バからのダウンロード，および，サーバへのアップロー
ドができるため，本システムの持つWeb上の編集機
能を用いずに，MS-Excel などの CSV ファイルに対
応したアプリケーションを用いて編集することも可能
である．
また，アンケートの結果も CSV形式でダウンロー
ドすることができ，データのバックアップとして利用
することができる．
5.4.3 アンケートページ自体の管理
多数設置したアンケートページを整理するために
フォルダに分けたり，アンケートページの名前を変更
したりすることで整理することができる．また，過去
に利用したアンケートページを複製して再利用するこ
とも可能である．もちろん，ページを削除することも
できる．
5.4.4 学生によるアンケート機能の利用
学生は一般的なWebブラウザを用いてアンケート
への回答をすることができ，また担当教師が許可設定
していればアンケートの集計結果等を見ることもで
きる．
5.4.5 小テスト/出席確認への応用
アンケート機能をそのまま用いて小テストや出席確
認に応用することもできる．具体的には，小テストで
出題したい設問をそのままアンケートの質問項目とし
て用意し，集計結果等を学生に見せない設定で，学生
にはアンケートの回答として設問の答えを入力させる．
選択式の設問であれば自動採点も可能である．
また，全員が小テストの設問に解答し終わってから，
集計結果を公開し，その場で学生に答え合わせをさせ
ることも可能である．
学生の小テストへの解答を，教師がアンケート結果
としてそのまま CSV形式でダウンロードできるため，
Excelなどに取り込んで簡単に成績集計に含めること
ができる．
5.4.6 課題提出への応用
アンケート項目としてファイルアップロードの項目
を作成できることから，課題提出ページとして利用す
ることもできる．
アンケート中にファイルアップロード項目を作成す
る際，アップロードを受け付けるファイル形式やファ
イルサイズの上限を設定することができ，異なる形式
のファイルやサイズの大き過ぎるファイルを間違って
アップロードできないようになっている．
また，教師が提出ファイルのチェックプログラムを用
意できれば，学生が課題提出する時点で，提出ファイ
ルの内容に関してもチェックすることができる．チェッ
クプログラムはシステム側のAPIに応じて PHP言語
や Java言語で記述する必要があるため，これを用意
できる教師は限られるが，チェックプログラムによっ
て自動的にチェックできる課題を提出させる授業はプ
ログラミング系の授業科目である場合が多いため，結
果として必要な教師と用意できる教師は概ね一致する．
5.5 テーブル機能
テーブル機能は，教師がCSV形式のデータを用意し
て本システムにアップロードすると，学生がそのデー
タを閲覧できる機能である．
本システムは学生へのアカウント発行をしないため，
すべての学生がすべての情報を閲覧可能であり，例え
ば，教師が把握している個々の学生の出席状況などで
あれば，すべての学生に閲覧させてもさほど支障はな
いが，個々の学生の提出課題の採点結果などは全員に
公開するには支障がある．
そのため，学生が自分の学籍番号を入力すれば，そ
の学籍番号に対応した大学でのその学生メールアドレ
ス宛に，その学生の情報だけ抜き出してメール通知す
る機能を付けている．もし，学生が他人の学籍番号を
入力しても，入力された側の学生にしかメールは届か
ないため，いたずらは可能だが，他の学生の情報を見
ることはできない．
5.6 予 約 機 能
授業等に関連して多数の学生と個別面談を実施した
い場合がある．著者所属大学ではメールによる「アポ
取り」がよく行われるが，教師が個別にメール対応し
なくても，いくつかの条件の範囲内でそれが実施でき
る機能を追加した．
教師がアポイントメントの受付可能な日/時限，お
よび，その時限に受け付ける人数を設定する．学生は
本機能に限定して使用可能なユーザアカウントを本シ
ステムから取得し，教師が受付設定をした日/時限/人
数の範囲内で，学生自身の操作により予約もしくは予
約のキャンセルを行うことができる．学生が一つの予
約ページに対して一度に複数の予約をすることはでき
ない．
5.7 個々の授業に応じた機能調整
多くの教師が気軽に本システムを使い始め，また，
使い続けられるように，個々の教師が行う必要のある
利用上の設定項目等は最小限に留めた．その一方で，
授業科目によってはより細かな機能調整を行いたい場
合が発生し得るため，必要なスキルのある者がその対
応をすれば，本システムで作成したアンケートページ
や課題提出ページなどのページ単位で内部のプログラ
ムの変更を行えることとした．
6. 利用実績と評価
6.1 利用実績と教育への効果
著者らの所属大学で 2004年度以降，毎年 5名以上
の教員が 10以上の授業科目で本システムを何らかの
授業支援のために利用している (表 1)．授業科目とし
ては情報系の入門科目や応用科目のほか，英語を用い
たコミュニケーションを扱うコミュニケーション科目
などでも利用されている．また，授業支援用に本シス
テムを利用した教員が，利用の手軽さから授業以外の
目的のアンケートに利用している場合もある．
使われ方として，教師が自分の授業に対する学生の
意識や理解度などを把握するためにアンケートを実
施し，実施後の授業運用や翌年度の授業への改善案の
具体的な検討に用いたり，また，複数教師でクラスご
とに担当する授業の場合には，同じアンケートを各ク
ラスで実施し，本システムによって生成される全クラ
ス分を合わせた集計結果やクラス毎の集計結果を確認
し，その結果を担当教師間で簡単に共有し，faculty
developmentに役立てたりする形態が見られた．
6.2 授業スタイルへの影響
本システムでは，講義資料の作成や学生への提示に
関する機能はないし，ごく一部を除き成績評価に関す
る機能もない．一つの授業で何回くらいどのように本
システムを使うかも個々の教師に任される．
つまり，各教師が従来行っている授業スタイルはほ
ぼ全く変えずに利用することができ，場合によっては
他の授業運用システムと併用することも可能である．
6.3 教員の負担
本システムを利用することで，教師や比較的少ない
手間でアンケートや小テストを実施することができ
る．用意されているチュートリアルマニュアルを見て
操作することで，アンケート機能の基本的な利用方法
は 15»20分程度で理解でき，各授業前にやはり 10分
程度でその日の授業に合わせた小テストページを用意
できる．実施後の集計はシステムによって自動で為さ
れるので，集計の手間は掛からない．
6.4 学習への効果
本システムの導入によって個々の授業でのアンケー
トが容易に実施できるようになり，教師側だけでなく
学生側もアンケートによって，授業を見つめなおす機
会が生まれ，授業に対する意識が高まる傾向が見ら
れた．
コミュニケーション科目など本来インタラクティブ
に行っている授業の場合であっても，授業中に face to
face では教師に対して伝え切れなかったことをアン
ケート中で表現することがあり，それによって把握さ
れた授業に対する疑問や不安などを，その後の授業に
おいて教師と学生の間のコミュニケーションによって
解決することができた．
6.5 授業評価の位置づけ
著者らの所属大学では各学期後半にすべての授業科
目で共通に行う授業評価アンケートも実施している．
アンケート項目や実施時期を共通化することで教師間
や授業科目間での差異やバランスを見ることは可能だ
が，教師によって授業評価に対する取り組み方は大き
く異なるほか，積極的に取り組みたい教師にとっては
質問項目を変更できないことや実施時期や実施回数を
自分の授業の都合であまり大きくは変えられないなど，
個々の教師にとっての授業評価には十分な効果を発揮
していない．
表 1 2006 年度利用実績
授業科目名 利用形態 回数等
アルゴリズムとデータ構造 小テストと課題提出 2 教員が各 2 クラスでほぼ毎授業に使用
画像工学 小テスト 1 クラスでほぼ毎授業に使用
コミュニケーション I アンケート 全クラスに対して学期末の最終アンケートで使用
コミュニケーション II アンケート 全クラスに対して学期末の最終アンケートで使用
コミュニケーション II レポート提出 全クラスで 1 回ずつ使用
コミュニケーション III レポート提出 1 クラスでほぼ毎授業に使用
システム管理方法論 アンケート, 小テスト 2 教員が計 3 クラスでほぼ毎授業に使用
およびレポート提出
情報機器概論 アンケートと小テスト 3 教員が計 3 クラスでほぼ毎授業に使用
ソフトウェア方法論 アンケート, 小テスト 2 教員が計 2 クラスでほぼ毎授業に使用
およびレポート提出
プログラミング言語論 アンケートと小テスト 2 教員が計 2 クラスでほぼ毎授業に使用
プロジェクト学習 アンケート 特定プロジェクト内でのアンケート 1 回
卒業研究合同ゼミ アンケート フィードバックアンケート等 8 回
オープンキャンパス アンケート 展示募集アンケート 2 回
情報デザインコース アンケート コース所属学生に対するアンケート 1 回
プロジェクト学外発表 アンケート 展示募集等 2 回
他大学授業 アンケートとレポート提出 同大学教員が非常勤講師を務める他大学の複数授業で数回ずつ
本システムの支援により，個々の授業の実情に即し
た授業評価を授業担当の教師が必要とするタイミング
や回数で実施することができた．
6.6 個々の授業に合わせた機能調整
一部の授業科目では課題提出時に単なるファイル形
式のチェックだけでなく，課題内容に踏み込んだチェッ
クをしたいとの要望が挙がった．
本システムでは機能追加がすぐにシステム全般に反
映される形態ではなく，本システムを用いて作成した
アンケートページや課題提出ページなどのページ単位
で機能の追加や変更を行うことができ，個々の教師が
管理機能を用いてそのページを複製すれば，機能の追
加/変更が複製後のページに引き継がれる形態となっ
ている．
この特徴を活かして，他の授業科目での利用には影
響を出さずに，要望のあった授業で使用するページに
限定して，その授業の課題に合わせた詳細な課題チェッ
ク機能の組み込みを行った．プログラミング系の授業
で学生の提出するプログラムを提出ページの機能で
チェックするなど，決まりきった動作チェック作業を
大幅に短縮することができた．
6.7 国際学会での評価
本システムについて，教育に関する国際学会
HICE20063) にてポスター発表を行った (図 4)．
日本以外で教育者として働く聴衆に対しての発表と
なったが，Blackboard2) やWebCTなどの多機能な
支援システムを利用している教育者からも，このシス
テムの °exibilityについて注目され，アンケート等の
結果を学生に見せるか否かを教師がその場で変更でき
る点などが評価された．
図 4 HICE2006 でのポスター発表
また，本システムの試用サーバ4) の紹介や，本シス
テムについての °ierの配布を行った．
6.8 情報サイトとリーフレットの作成
2006 年には，本システムの開発経緯や活用事例な
どをまとめた情報サイトを構築し (図 5)，公開した5)
ほか，上記サイトの情報を集約したリーフレットを作
成し，所属大学内の教員向けに配布を行った．
7. ま と め
実際に授業を担当する教師の立場で容易に導入可能
で，必要最小限の機能を持つオンライン授業支援シス
テムを構築し，複数の授業での運用を行った．
導入したいずれの授業でも本システムの基本的な機
能はすぐに利用され，小テストページ等がごく短時間
で作成できる等，個々の教師が少ない負担で有効に活
用できるとの高評価が得られた．
図 5 オンライン授業支援システム 情報サイト (一部)
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